
プラズマ生成活性種による成長促進効果を
キジハタで検証し、有効な処理条件および
経済効果を明らかにする。また、市場調査
や事業性評価を通じて、将来的なマダイや
スマ等への展開可能性を検討し、事業化に
向けた基盤を構築する。

プラズマ生成活性種を飼育水へ供給し、魚類の
成長および水質変化を評価する。キジハタを対
象とした大型水槽試験により有効性を検証する
とともに、水質モニタリングや生理学的評価を
通じて成長促進機構の解明を目指す。

世界人口の増加に伴い、水産タンパク質需要
は今後さらに増加すると予測されている。 
一方で、天然漁獲量の増加には限界があり、
養殖業の生産性向上が重要な課題となってい
る。特に陸上養殖では、成長期間の短縮や飼
料利用効率の向上が求められている。
本研究では、プラズマ生成活性種を利用した
新たな成長促進技術を開発し、持続可能な養
殖生産システムの実現を目指す。

プラズマ生成活性種による養殖魚成長促進技術の創出
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プラズマ活性種による成長促進メカニズムの解明と実証試験

養殖魚成長促進技術の実証と事業化基盤の構築

令和８年６月１９日時点

研究代表者：池田善久

[アット]を＠に置き換えてください。

魚類タンパク質需要の増加に対応するため、プラズマ生成
活性種による養殖魚成長促進技術を開発する。キジハタを
対象とした実証試験により有効性と経済性を検証し、持続
可能な陸上養殖システムとしての事業化を目指す。

※

ナイルティラピア（処理期間：約16週）※

プラズマ処理

普通に飼育

※Y. Ikeda et al., Free Radical Research, 57, (1), pp. 1–9, Mar. 2023.

Plasma
Reactor

プラズマリアクタ

活性種を水槽(1.5t)に供給

※エアストーンを用いてエアレーション

NOx残留、DO (溶存
酸素)、ORP(酸化還元
電位)等をモニター

成長率、 FCR(給餌
効率)等をモニター

ベイズ最適化による重要パラメータ
抽出→SOP(標準作業手順)へ
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